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（億円） （営業利益率） 

前年同期 

営業利益・四半期純利益 

（億円） 

前年同期 第3四半期累計 前年同期 
第3四半期 
累計 

前年同期比 

シンガポールケロシン 
(USD/bbl) 

54.5 64.1 ＋17.5% 

ドバイ原油 (USD/bbl) 43.0 52.0 +21.0% 

為替 (円/USD) 106.4 111.4 +4.7% 

燃油・為替市況実績 

第3四半期累計 

2018年3月期第3四半期 業績概要 

営業利益   四半期純利益
 (1)

    営業利益率 

＋705億円 
(＋7.2%) 

2018年3月期 第3四半期 

 国際旅客事業・国内旅客事業・貨物郵便事業、いずれも堅調に推移し、前年対比で増収・増益を達成。 

 足元の旅客・貨物需要動向、今後の燃油市況などを勘案し、通期業績予想は据え置く。 

14.1% 13.9% 

1 親会社株主に帰属する四半期純利益 

＋79億円 
(＋5.8%) 

＋58億円 
(＋5.4%) 



経営トピックス 

JAL Focus 

新
領
域 

コ
ア
領
域 

 アエロフロート・ロシア航空 

提 携 

フルサービスキャリア事業を磨き上げると共に、JALが蓄積したknow-how、顧客基盤等をアセットとした 

新たな事業領域に進出することで、将来の成長につなげる 

航空需要創造 
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路線ネットワーク 

 羽田=ロンドン線  増便 

 成田=バンコク線  増便 

（2017.10.29～） 

（2017.10.29～） 

サービス・品質 旅客システム 

 旅客システム刷新 

・アマデウス社が提供するAltea（アルテア） 

 に国内線・国際線旅客サービスシステムを 

 刷新し、世界のマーケットの変化により 

 迅速に対応 
 

・柔軟な運賃体系の設定、海外地区のWeb機能 

   向上、レベニューマネジメントの改善による 

   収益性向上 

 JCSI*「顧客満足度」（国際 

航空部門）第1位獲得 

・「顧客満足」は2年ぶり、「ロイヤルティ 

 （再利用意向）」は5年連続で第1位獲得 

*日本版顧客満足度指数 

 FlightStats「定時到着率」 

アジア・パシフィック地域 

第1位獲得 

・同地域部門では6年連続 

 8回目の第1位獲得 

・全世界では第2位獲得 

航空周辺 

 春秋航空日本 安全品質向上の支援を開始 

・包括的な整備受託を拡大することにより、 

 航空業界の課題解決に貢献 

・包括的業務提携に合意 

・航空需要を喚起する新たな事業・サービスを創造 

（2017.12.01） 

 JAL×BOOM TECHNOLOGY.INC, 

 JAL×宇宙開発事業会社 ispace 
（2017.12.05） 

（2017.12.13） 

（2017.11.27） 

（2018.01.17） 

（2017.11.7） 

（2017.11.16～） 



1 親会社株主に帰属する四半期純利益 

2 EBITDAマージン=EBITDA/営業収益 EBITDA=営業利益+減価償却費 

3 EBITDARマージン=EBITDAR/営業収益 EBITDAR=営業利益+減価償却費+航空機材賃借料 

4 ユニットコスト=航空運送連結費用(燃油費を除く) / ASK 

5 第3四半期(10-12月)の実績は第3四半期累計実績(4-12月)から第2四半期累計実績(4-9月)を差し引いて算出    

（単位：億円） 前年同期 第3四半期累計 前年差 前年同期比 第3四半期(5) 前年差 前年同期比 

営業収益 9,754 10,460 ＋705 ＋7.2% 3,537 +301 +9.3% 

航空運送連結 8,772 9,505 +733 +8.4% 3,232 +317 +10.9% 

営業費用 8,381 9,008 +626 +7.5% 3,075 +288 +10.4% 

航空運送連結 7,534 8,162 +628 +8.3% 2,800 +288 +11.5% 

営業利益 1,373 1,452 +79 ＋5.8% 461 +12 +2.9% 

航空運送連結 1,238 1,343 +104 +8.5% 431 +29 +7.2% 

営業利益率 (%) 14.1% 13.9% ▲0.2pt - 13.0% ▲0.8pt - 

経常利益 1,360 1,421 +61 +4.5% 445 ▲17 ▲3.8% 

四半期純利益 (1) 1,082 1,141 +58 +5.4% 361 ▲7 ▲1.9% 

ASK（百万席キロ） 64,948 65,724 ＋776 ＋1.2% 22,124 +561 +2.6% 

RPK（百万人キロ） 49,033 50,876 +1,843 ＋3.8% 17,166 +693 +4.2% 

EBITDAマージン (%) (2) 21.3% 21.6% +0.3pt - 21.3% 0.0 - 

EBITDARマージン (%) (3) 22.9% 23.0% +0.2pt - 22.7% ▲0.1 - 

ユニットコスト(円) (4) 9.3 10.0 +0.7 +7.4% 10.1 +0.7 +7.9% 

燃油費含む 11.6 12.4 +0.8 +7.1% 12.7 +1.0 +8.6% 

2018年3月期 第3四半期 

連結経営成績 
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機材費内訳 
・航空機材償却費 
・航空機材賃借料 
・航空保険料等 

（億円） 

燃油費 その他収入 

その他費用 

整備費 貨物・郵便 

国内旅客 

国際旅客 

1,452 

＋176 

▲104 

▲262 
＋320 

1,373 

＋106 

＋10.2% 

＋4.6% 

＋18.2% 

+4.6% ▲6.8% 

▲25.6% 

機材費 

▲53 

▲7.2% 

人件費 

▲104 

▲7.1% 

▲100 

前年同期 第3四半期 
累計 

＋79億円 
(＋5.8%) 

＋102 

▲5.1% 

ASK前年同期比： ＋1.2% 
RPK前年同期比： ＋3.8% 

FSC*     ＋21 
為替       ＋18 
(合計)    ＋39 

FSC*     ＋93 
為替      ＋36 
(合計)   ＋129 

*FSC=Fuel Surcharge 

+は利益増（収入増・費用減）、▲は利益減（収入減・費用増）を意味する 

収入 ＋705億円 費用 ▲626億円 
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営業利益増減の推移（収入／費用） 

2018年3月期 第3四半期 

その他収入内訳 
・旅行売上等 

FSC*合計   ＋114 
為替合計  ＋59 
(総合計)     ＋173 

FSC*      - 
為替        ＋5 
(合計)      ＋5 

サービス費 ▲38 

旅行原価 ▲20 

運航施設利用料 ▲15 

航空販売手数料 ▲14 

その他 ▲175 

合計 ▲262 



燃油以外
為替 

1,452 

1,373 

+1 

+532 

FSC* 

1,425 

増収 費用増 

燃油 
（ヘッジ除き） 

▲230 

+167 

+114 

市況影響 +52億円 その他増益 +27億円 

+79億円 
(+5.8%) 

前年同期 第3四半期 
累計 

国際旅客 +93 

国際貨物 +21 

合計 +114 

国際旅客 +191 

国内旅客 +176 

貨物郵便 +67 

その他 +98 

合計 +532 

ヘッジ 
損益 

為替 ▲64 

燃油市況 ▲166 

合計 ▲230 

*FSC=Fuel Surcharge 

収入 ＋59 

燃油以外費用 ▲58 

合計 ＋1 
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営業利益増減の推移（市況／その他） 

（億円） 
+は利益増（収入増・費用減）、▲は利益減（収入減・費用増）を意味する 

2018年3月期 第3四半期 

▲504 

燃油搭載量 ▲38 

整備費 ▲82 

サービス費 ▲31 

機材費 ▲52 

人件費 ▲98 

旅行原価 ▲21 

その他 ▲182 

合計 ▲504 

(市況要素を除く影響額) 

（億円
） 

うち為替影響 ▲63 億円 
    収入       ＋59億円 
    費用       ▲122億円 
     燃油費       ▲64億円      
     燃油費以外     ▲58億円 



前年同期 
第3四半期 
累計 

前年 
同期比 

第3四半期 
    (4) 

前年 
同期比 

旅客収入 
（億円） 

3,144 3,464 +10.2% 1,171 ＋15.6% 

有償旅客数 
（千人） 

6,279 6,373 +1.5% 2,163 ＋4.7% 

ASK 
（百万席キロ） 

38,203 38,815 ＋1.6% 13,195 ＋3.9% 

RPK 
（百万人キロ） 

30,508 31,375 ＋2.8% 10,608 ＋5.0% 

有償座席利用率 
（%） 

79.9% 80.8% ＋1.0pt 80.4% ＋0.9pt 

単価 (1) 
（円） 

50,072 54,355 ＋8.6% 54,129 ＋10.4% 

イールド (2) 
（円） 

10.3 11.0 ＋7.1% 11.0 ＋10.1% 

ユニットレべニュー (3) 

（円） 
8.2 8.9 ＋8.4% 8.9 ＋11.3% 

1 単価=旅客収入/有償旅客数 

2 イールド=旅客収入/RPK 

3 ユニットレベニュー=旅客収入/ASK 

4 第3四半期(10-12月)の実績は第3四半期累計実績(4-12月)から第2四半期累計実績(4-9月)を差し引いて算出 

国際旅客事業の状況 国際旅客収入の推移 

・純単価(＋) 
・燃油サーチャージ(＋) など 

旅客数 単価 

3,144 

3,464 

＋272 

+49 

国際線旅客事業 

第3四半期 
累計 

前年同期 

（億円） 
＋320億円 
+10.2% 
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燃油 
サーチャージ 

為替等 合計 

単価変動要因（概算） 

純単価 

＋3% 
+1% 

＋9% 

＋5% 



前年同期 
第3四半期 
累計 

前年 
同期比 

第3四半期 
    (4) 

前年 
同期比 

旅客収入 
（億円） 

3,808 3,985 ＋4.6% 1,335 ＋4.7% 

有償旅客数 
（千人） 

24,623 25,919 +5.3% 8,749 +3.0% 

ASK 
（百万席キロ） 

26,744 26,909 +0.6% 8,928 ＋0.8% 

RPK 
（百万人キロ） 

18,525 19,501 +5.3% 6,558 ＋2.9% 

有償座席利用率 
（%） 

69.3% 72.5% ＋3.2pt 73.5% ＋1.6pt 

単価 (1) 
（円） 

15,469 15,376 ▲0.6% 15,262 +1.6% 

イールド (2) 
（円） 

20.6 20.4 ▲0.6% 20.4 +1.7% 

ユニットレべニュー (3) 

（円） 
14.2 14.8 ＋4.0% 15.0 ＋3.9% 

国内線旅客事業 

国内旅客事業の状況 国内旅客収入の推移 
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1 単価=旅客収入/有償旅客数 

2 イールド=旅客収入/RPK 

3 ユニットレベニュー=旅客収入/ASK 

4 第3四半期(10-12月)の実績は第3四半期累計実績(4-12月)から第2四半期累計実績(4-9月) を差し引いて算出 

（億円） 

旅客数 単価 

3,808 

 
3,985 

▲23 

+199 

第3四半期 
累計 

前年同期 

＋176億円 
(＋4.6%) 

・他社競合(▲) 
・前売り運賃需要増加(▲) 
・下期における個人単価の上昇(+) 

・個人需要増加(＋) 
・前年の熊本地震影響からの回復(＋) 



（単位：億円） 前年同期 
第3四半期 
累計 

前年差 
前年 
同期比 

第3四半期 
     (3)           

前年差 
前年 
同期比 

燃油費 1,478 1,579 ＋100 ＋6.8% 559 +71 +14.7% 

運航施設利用費 609 625 ＋15 ＋2.5% 212 ＋9 ＋4.5% 

整備費 409 513 ＋104 ＋25.6% 155 ＋22 ＋17.3% 

航空販売手数料 116 131 ＋14 ＋12.7% 45 ＋7 ＋18.9% 

機材費 (1) 747 801 ＋53 ＋7.2% 273 ＋23 ＋9.4% 

サービス費 (2) 279 318 ＋38 ＋13.7% 110 ＋14 ＋15.4% 

人件費 2,042 2,147 ＋104 ＋5.1% 729 ＋43 ＋6.4% 

旅行原価 617 638 ＋20 ＋3.4% 200 ＋5 ＋2.7% 

その他 2,079 2,252 +173 +8.3% 789 ＋90 ＋12.9% 

営業費用計 8,381 9,008 ＋626 ＋7.5% 3,075 ＋288 ＋10.4% 

ASK前年比：＋1.2%  

1 機材費＝航空機に関わる償却費+賃借料+保険料など 

2 サービス費＝機内・ラウンジ・貨物などのサービスに関わる費用 

3 第3四半期(10-12月)の実績は第3四半期累計実績(4-12月)から第2四半期累計実績(4-9月)を差し引いて算出 

主要営業費用項目 
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 営業費用内訳 



1,200

1,400

1,600

1,800
為替 

市況  

1,579 

▲129 

1,478 

+166 

燃油・為替市況実績 

 
燃油費増減の推移 

 
(億円) 

+64 

前年同期 
第3四半期 
累計 

前年 
同期比 

シンガポールケロシン 
(USD/bbl) 

54.5 64.1 ＋17.5% 

ドバイ原油 
(USD/bbl) 

43.0 52.0 +21.0% 

為替 (円/USD) 106.4 111.4 +4.7% 

前年同期 第3四半期累計 

約40% 
約30% 

約10% 

約40% 
約30% 

約10% 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2017年度 2018年度 2019年度 

燃油 

為替 

燃油費 

＋100億円 
(＋6.8%) 
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燃油・為替の市況変動による第4四半期の 
利益影響 (ヘッジ、燃油サーチャージ込) 

60ドル 70ドル 80ドル 85ドル 

115円 変動なし ▲15億円 ▲30億円 ▲35億円 

110円 +5億円 ▲10億円 ▲25億円 ▲30億円 

シンガポールケロシン 
(USD/bbl) 

為替(円/USD) 

搭載量/ 

ヘッジ損益等 

予想前提 

 原油(1USD/bblあたり) 約26億円 

 為替(1円/USDあたり) 約15億円 

※ヘッジ効果は考慮せず 

燃油費に対する年度別ヘッジ概況  
(2017年12月末時点) 

【参考】燃油市況上昇、円安時の燃油費増加額(2018年3月期) 



当初計画における戦略的支出について 
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※2017年4月28日公表 再掲 

FY17vsFY16差 上期実績 Q3実績 Q4見通し 年度合計 計画差

IT刷新関連 135 22 46 67 135 0

　　償却費・運用費 110 10 40 60 110 0

　　移行訓練費 25 12 6 7 25 0

IT刷新関連以外 80 40 24 21 85 5

　　サービス強化（国内Wi-Fi） 10 10 5 5 20 10

　　グループ会社賃金改定 30 15 8 7 30 0

　　整備新技術活用 15 3 2 5 10 -5

　　その他 25 12 9 4 25 0

合計 215 62 70 88 220 5

エンジン整備費 合計 100 55 25 20 100 0

その他費用 合計 100 50 25 25 100 0

戦略的支出

(億円）

戦略的支出（対前年+215億円） 

 IT刷新関連は計画並み 

 IT刷新関連以外は国内Wi-Fiの利用率上昇により、 

   計画を若干上回る見込み 

 計画並み 

エンジン整備費（対前年+100億円） 

その他費用（対前年+100億円） 

 計画並み 

 前回(※)、当初計画を若干上回る220億円に見通しを

修正 

 今回は変更なし 

※2017年10月31日 



（単位：億円） 
前年度末 

2017/3/31 
第3四半期末 

2017/12/31 
前年度末差 

総資産 17,287 17,988 ＋700 

現金及び預金 (1) 4,040 3,868 ▲171 

有利子負債 (2) 1,160 1,051 ▲109 

オフバランス未経過リース料 764 631 ▲133 

自己資本 9,720 10,520 ＋800 

自己資本比率（%） 56.2% 58.5% ＋2.3pt 

D/Eレシオ（倍）(3) 0.1x 0.1x ▲0.0x 

1 譲渡性預金等を含む  2 割賦未払金を含む  3 D/Eレシオ＝（オンバランス有利子負債）/（自己資本）  4 定期預金の入出金を除く 

5 固定資産の取得による支出  6 営業キャッシュフロー＋投資キャッシュフロー  7 営業キャッシュフロー+投資キャッシュフロー+財務キャッシュフロー 

財務状況・キャッシュフローの状況 
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（単位：億円） 前年同期 第3四半期累計 前年同期差 

営業キャッシュフロー 1,810 2,042 ＋232 

    減価償却費 709 807 ＋98 

投資キャッシュフロー (4) ▲1,656 ▲1,553 ＋103 

    設備投資額 (5) ▲1,775 ▲1,657 ＋118 

フリーキャッシュフロー (6) 154 489 ＋335 

財務キャッシュフロー ▲634 ▲662 ▲27 

キャッシュフロー合計 (7) ▲480 ▲172 ＋308 

EBITDA 2,082 2,259 ＋177 

EBITDAR 2,233 2,410 ＋177 

連結貸借対照表 

連結キャッシュフロー計算書 



《参考》今後の財務戦略・資本政策の方向性 
 

強固な財務体質と高い資本効率の両立 
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財務体質 資本効率 

 

イベントリスク耐性を備え
た十分な手元流動性を確保
しつつ、資産効率（ROA）
にも着目していく 

株主還元 

             

今後の株主還元の方向性 

自己株式取得 

配当 ・安定的かつ予測可能性の高い配当を目指す 
・今後、実効税率上昇後においても配当水準を維持するように努める 
 

・①一定水準の手元現預金の確保、②将来の成長投資など資金の使い方およびフリーキャッシュ 
 フローの見通し、③株価水準等を踏まえて、実施を検討する 

自己資本比率 

現状、自己資本比率は60%
程度に到達し、強固な財務
体質を構築できたと認識し
ており、今後は現行水準を
維持するよう努める 

資本コスト低減・負債活用 

適切な情報開示・IRなど
を通じて株主資本コスト
の低減に努める 
 

営業キャッシュフローに
よる十分な債務償還能力
を前提に、規律ある負債
の活用を推進する 
 

手元流動性 

キャッシュフローの改善
強化、成長戦略の結実に
より、「Aフラット」以
上の信用格付の取得・維
持を目指す 

信用格付 

資本コストの低減を通じて、企業価値のさらなる向上を図るとともに、 
上記を踏まえた株主還元策を実施していく 

※2017年10月31日公表 再掲 



▲40 ▲40 

▲70 

▲160 ▲25 

▲25 

-300

《参考》旅客基幹システム刷新 
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  FY17    FY18     FY19      FY20      FY21       FY22       FY23 

システム運用費 

減価償却費 

移行人件費 

費
用
増 

2017年11月16日(木）新システム*の運用開始 

早期に年間で国際線・国内線の売上1％の増収を実現し、更なる向上を目指す 
FY19から効果が費用を上回り、増益に寄与 

【増収】 
・レベニューマネジメント 
 便単位ではなく旅程単位で収入をみて 
 収入最大化を図る 
 

・海外地区のWeb機能向上などによる 
 需要獲得強化 
 

・柔軟な運賃体系設定 

（単位：億円） 

【費用効率化】 
・システム維持管理コストの削減 
・旅客需要リンクによる変動費化 
・スピーディーな新機能追加 

投資額 
約800億円 

 

【減価償却費】    
 償却年数は5年（FY22まで） 
 

【移行人件費】     
 新システム導入教育に関わる費用 
 （FY18まで） 

＊国際線・国内線の航空券の予約・発券システム、国際線の搭乗システム 
（国内線搭乗システムは2018年下期以降） 

費用効率化 

増収 

収支改善効果 

効
果 

（イメージ） 

※2017年7月31日公表 再掲 



2016年度 
実績 

2017年度 
予想 

ASK*   国際線 +0.1% ＋2.7% 

       国内線 ▲1.2% ＋1.2% 

        合計 ▲0.4% ＋2.1% 

RPK*   国際線 +0.8% ＋3.0% 

       国内線 +0.9% ＋4.8% 

        合計 +0.8% ＋3.7% 

収支計画 運航諸元・市況前提 

2016年度 
実績 

2017年度 
予想 

シンガポールケロシン 

（USD/bbl）  
57.2 60.5 

(下期60.0) 

ドバイ原油
（USD/bbl）  

45.6 49.4 
(下期49.0) 

為替（円/USD） 108.6 113.0 
(下期115.0) 

*前年比 

1 親会社株主に帰属する当期純利益 

2 ユニットコスト=航空運送連結費用(燃油費を除く)/ASK 

（単位：億円） 
2016年度 
実績 

2017年度 
予想 

前年差 

営業収益 12,889 13,660 ＋771 

国際旅客収入 4,152 4,530 ＋378 

国内旅客収入 4,986 5,170 ＋184 

貨物郵便収入 782 880 ＋98 

その他収入 2,968 3,080 ＋112 

営業費用 11,186 12,000 ＋814 

燃油費 1,987 2,060 ＋73 

燃油費以外 9,198 9,940 ＋742 

営業利益 1,703 1,660 ▲43 

営業利益率 13.2% 12.2% ▲1.1pt 

経常利益 1,650 1,580 ▲70 

当期純利益 (1) 1,641 1,210 ▲431 

ユニットコスト(円) (2) 9.4 10.0 ＋0.6 

1株あたり配当金額(円) 94.0 105.0 ＋11.0 

《参考》2018年3月期業績予想 連結業績 
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（単位：億円） 
2016年度期末 

実績 

2017年度期末 
前回予想 

(2017/10/31公表) 

2017年度期末 
今回予想 

予想増減額 

総資産 17,287  18,200 18,170 ▲30 

有利子負債残高 1,160  1,300 1,270 ▲30 

自己資本 9,720  10,480 10,480 - 

自己資本比率 (%) 56.2% 57.6% 57.7% +0.1pt 

ROIC (%) (1) 10.7％ 9.5% 9.5% - 

ROE (%) (2) 18.1% 12.0% 12.0% - 

ROA (%) (3) 10.3% 9.4% 9.4% - 

（単位：億円） 
2016年度 
実績 

2017年度 
前回予想 

(2017/10/31公表) 

2017年度 
今回予想 

予想増減額 

営業キャッシュフロー 2,531  2,590 2,590 - 

投資キャッシュフロー (4) ▲2,155 ▲2,070 ▲1,890 +180 

フリーキャッシュフロー (5) 375  520 700 +180 

財務キャッシュフロー ▲535 ▲410 ▲440 ▲30 

EBITDA 2,661 2,760 2,760 - 

EBITDAR 2,862 2,940 2,940 - 

1 企業が事業活動のために投じた資金によって、どれだけの利益を生み出したかを測る指標 
2 （親会社株主に帰属する当期純利益）/（期首・期末自己資本平均） 
3 （営業利益）/（期首・期末総資産平均） 
4 定期預金の入出金を除く   5 営業キャッシュフロー＋投資キャッシュフロー 

投資利益率(ROIC)(%) ＝ 
営業利益(税引後) 

期首・期末固定資産平均(オフバランス未経過リース料含む) 

連結貸借対照表 

連結キャッシュフロー計算書 

《参考》2018年3月期業績予想 財務諸表 
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《参考》国際線大路別実績 
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(単位:%) 
第3四半期累計 

前年比 
第3四半期 
前年比 

米大陸線 ＋14.5% ＋20.7% 

欧州線 ＋19.2% ＋23.3% 

アジア･オセアニア線 ＋6.8% ＋14.4% 

中国線 ＋9.5％ ＋19.7％ 

ハワイ･グアム線 ＋1.5% ＋0.4% 

全路線・合計値 ＋10.2％ ＋15.6％ 

(単位:百万席キロ) 
第3四半期累計 第3四半期 

前年 当年 前年比 当年 前年比 

米大陸線 10,777 11,293 ＋4.8% 3,780 ＋4.6% 

欧州線 5,781 6,048 ＋4.6% 1,980 ＋4.2% 

アジア･オセアニア線 13,358 13,274 ▲0.6% 4,660 ＋5.0% 

中国線 2,644 2,466 ▲6.7% 820 ▲6.9% 

ハワイ･グアム線 5,642 5,733 ＋1.6% 1,952 ＋4.6% 

全路線 38,203 38,815 ＋1.6％ 13,195 ＋3.9% 

旅客収入 

第3四半期累計構成比 第3四半期 
構成比 前年 当年 

26% 27% 26% 

16% 17% 15% 

33% 32% 35% 

10% 10% 10% 

15% 14% 14% 

100％ 100％ 100% 

ASK 

RPK 

(単位:百万人キロ) 
第3四半期累計 第3四半期 

前年 当年 前年比 当年 前年比 

米大陸線 8,565 8,918 ＋4.1% 2,842 ＋1.7% 

欧州線 4,546 4,996 ＋9.9% 1,598 ＋7.1% 

アジア･オセアニア線 10,661 10,909 ＋2.3% 3,924 ＋8.3% 

中国線 1,922 1,917 ▲0.3% 643 ＋9.5% 

ハワイ･グアム線 4,811 4,632 ▲3.7% 1,599 ▲0.3% 

全路線 30,508 31,375 ＋2.8％ 10,608 ＋5.0% 

(単位:千人) 
第3四半期累計 第3四半期 

前年 当年 前年比 当年 前年比 

米大陸線 901 933 ＋3.5% 297 ＋1.2% 

欧州線 502 558 ＋11.2% 178 ＋8.6% 

アジア･オセアニア線 3,007 3,045 ＋1.3% 1,065 ＋5.1% 

中国線 1,031 1,034 ＋0.3% 347 ＋10.6% 

ハワイ･グアム線 836 801 ▲4.2% 273 ▲2.3% 

全路線 6,279 6,373 ＋1.5％ 2,163 ＋4.7% 

有償旅客数 

(単位:%) 
第3四半期累計 第3四半期 

前年 当年 前年差 当年 前年差 

米大陸線 79.5% 79.0% ▲0.5pt 75.2% ▲2.1pt 

欧州線 78.6% 82.6% ＋4.0pt 80.7% ＋2.2pt 

アジア･オセアニア線 79.8% 82.2% ＋2.4pt 84.2% ＋2.6pt 

中国線 72.7% 77.8% ＋5.1pt 78.4% ＋11.7pt 

ハワイ･グアム線 85.3% 80.8% ▲4.5pt 81.9% ▲4.0pt 

全路線 79.9% 80.8% ＋1.0pt 80.4% ＋0.9pt 

座席利用率 



前年度末  2017/3/31 当期末  2017/12/31 
増減 

所有 リース 合計 所有 リース 合計 

大

型

機

 

Boeing 777-200 12 0 12 12 0 12 - 

Boeing 777-200ER 11 0 11 11 0 11 - 

Boeing 777-300 4 0 4 4 0 4 - 

Boeing 777-300ER 13 0 13 13 0 13 - 

大型機 小計 40 0 40 40 0 40 - 

中

型

機

 

Boeing 787-8 25 0 25 25 0 25 - 

Boeing 787-9 8 0 8 11 0 11 ＋3 

Boeing 767-300 6 0 6 6 0 6 - 

Boeing 767-300ER 29 2 31 29 1 30 ▲1 

中型機 小計 68 2 70 71 1 72 ＋2 

小

型

機

 

Boeing 737-400 11 0 11 9 0 9 ▲2 

Boeing 737-800 26 27 53 33 23 56 ＋3 

小型機 小計 37 27 64 42 23 65 ＋1 

リ

ー
ジ

ョ

ナ

ル

機

 

Embraer 170 17 0 17 17 0 17 - 

Embraer 190 5 0 5 11 0 11 ＋6 

Bombardier CRJ200 5 0 5 3 0 3 ▲2 

Bombardier D8-400 7 2 9 7 1 8 ▲1 

Bombardier D8-400CC 4 0 4 5 0 5 ＋1 

SAAB340B 12 0 12 10 0 10 ▲2 

Bombardier D8-300 1 0 1 0 0 0 ▲1 

Bombardier D8-100 2 0 2 1 0 1 ▲1 

ATR42-600 1 0 1 2 0 2 ＋1 

リージョナル機 小計 54 2 56 56 1 57 ＋1 

合計 199 31 230 209 25 234 ＋4 

《参考》航空機一覧 
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